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Two types of methodology for life, studies based on evolution and autopoiesis, are discussed.  In the former 
studies, there are four types of problem setting method: mechanism, development, function, and evolution (Tinbergen, 
1963).  The latter methodology, concepts on autopoiesis, leads biology and psychology to the new style of studies: 
artificial life, which has no constraint on the history of life on the earth.  On the other hand, theory of affordance 
(ecological psychology) , which is the study belonging to functional type of problem setting method, is liberated from 
Descartesian mind-body dualism and is deeply linked to the concept of autopoiesis.  
 


































































































て い る 。 同 じ よ う に 、 ハ イ ン ロ ー ト (Oskar 
Heinroth, 1871-1945)も、カモ・アヒル類の行動
について研究している。我々が行ってきた筑波情動系



























































































































































































































































































































































































































































































人工生命会議が 1985 年より、また 1990 年には、人工動
物 (animat) の 適 応 行 動 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム





















 (1)先ず中心には、現在知られている生命(life as we 























































































































元状に並んだ３個のセルの 1/0 状態（2^3=8 通り）で次の
世代のセルの on/off が決まるという、単純なルールが存
在するだけであるが、その組み合わせは、８通りに対し
てそれぞれ on/off あるから、2^8=256 通りあり、そのすべ
ての行動を実験してみたところ、以下の４種類のクラス
に分類された。 
 クラス I のセルオートマトンは、固定化した、均質な状
態に進化する。 
 クラス II のセルオートマトンは、限定した周期構造に進
化する。 
 クラス III のセルオートマトンは、カオスの周期性の無
いパタンを産み出し、ストレンジアトラクタに連合したカ
オス行動に進化する。 




















































上記のセルオートマトンのクラス I から IV までの状態変
化を示すはずである。しかし、機械やシステムにおいて
は、クラス IV が出現すると、人間は、必ずそれを止めて
































































































































性行動を始めた TLE 系。 
図６ TLE 系の掘った地下道の
石膏取り像のイラスト。 
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